
代謝産物結合ポケットを標的とした
構造・物性解析から切り拓く
新しい病態解明へのアプローチ

Closed!
Open!

筑波大学附属病院 内分泌代謝・糖尿病内科
戒能 賢太（かいのう けんた）
kaino.kenta.wx@ms.hosp.tsukuba.ac.jp

2026年7月12日 14:00~17:00
ToRA-SEEDマッチングイベント

DSF
ITC

代謝産物の結合によって生じる蛋白構造の
動的変化を熱⼒学的に捉え、病態解明に繋げる!!



“This is what I’m working on!”
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Metabolic disorders

CtBP2活性化による
新規肥満治療戦略

CtBP2活性化
化合物・代謝産物との

相互作用解析

分⼦動⼒学
シミュレーション

転写調節因⼦CtBP2の不活性化
による代謝制御機構の破綻

肥満のない人と変わらない
寿命とQOLを享受できる社会へ

構造データベースを用いた
標的蛋白探索

分⼦生物学的手法
による

機能解明、薬効評価
異分野の
知⾒の

統合と応用

代謝産物センシング機構の解明による次世代型肥満症治療の開発

肥満病態
での不活性化

臨床応用に向けた創薬基盤の開発

X線結晶構造解析
クライオ電顕病態悪化



“What I‘d like to explore and discuss together!”
代謝産物センシング機構の解明による次世代型肥満症治療の開発

 生命の代謝に重要な代謝産物の多くがアデノシン骨格を持っているが、
その結合蛋⽩は精密な識別機構を有している。
→網羅的に既知または未知のポケット構造を評価し、分類したい。 NAD(P)H

ATP

Acetyl-CoA

“Big 3” Molecules that 
Power Metabolism

 NAD(P)Hなどのアデノシン骨格を捕捉可能なポケットを有する酵素が、
病態における様々な代謝産物の質的・量的変化によって影響を受け得る。
→影響を受けた酵素を網羅的に探索し、その活性を推測したい。

 近年、代謝を担う酵素が核内で転写制御を担う（Moonlighting 
function）ことが多く報告されているが、新規の候補蛋⽩を⾒出している。
→転写調節機能の網羅的解析により標的蛋白のMoonlighting
functionを解明したい。



“This is my field — feel free to ask!”
代謝関連疾患の病態解析（細胞・動物）、タンパク質の構造・物性解析

CtBP2活性化
化合物・代謝産物との

相互作用解析

分⼦動⼒学
シミュレーション

構造データベースを用いた
標的蛋白探索

分⼦生物学的手法
による

機能解明、薬効評価

X線結晶構造解析
クライオ電顕

 蛋白の物性解析、相互作用解析
に関連する知識、活用⽅法

 肥満を中心とした代謝関連疾患に
関連する各種解析（動物・細胞）

ITC
（等温滴定カロリメトリー）

SPR
（表面プラズモン共鳴）

DSF
（⽰差⾛査蛍光定量法）

呼吸代謝測定、Flux analyzer、
マイクロCTを用いた体組成評価など

Flux
Analyzer

Micro CT Scan


